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要旨要旨要旨要旨    

情報システムは，一度リリースされてしまうと，その複雑性や柔軟性にもよるが，機能変更・改善が容易でなくな
る．そのような状況でも，運用し続けなければならないため，システムが提供する機能が不十分であればあるほど，
利用者や運用者への負担は増える．一方で，開発者の視点に立つと，利用者は運用者は情報システムのライフサイ
クルの最初と最後でしか関わらないため，手戻りが発生するなどして，プロジェクトの遅延要因にもなりかねない．
本研究では，そのような開発者と運用者の双方の負担を減らすのに効果があるモデルとして，運用者能動学習型開
発（Operators Active Learning Development）というものを提案し，それが様々なコスト削減に繋がることを実証する． 

 

1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

情報システムのライフサイクルは，一般的に，構想，要求分析，設計，実装，テスト，運用，保守と

いう工程（フェーズ）から成り立つ．[1][2] 

この内，保守フェーズは費用的に全体の約 7割を占め，企業の IT関連の予算を圧迫しており，それ以

外の問題として，システムの複雑性や機能不足，柔軟性不足がある．[3] 

こういった問題を保守で解決できない場合，その皺寄せは運用に及び，運用者の負担が増える． 

本研究では，開発者および運用者の負担を減らすための手法のモデル化に取り組み，その効果がいか

に優れているかを実証する． 

 

2. 提案する手法提案する手法提案する手法提案する手法 

情報システムの開発プロセスモデルとして，ウォーターフォール，反復（スパイラル），プロトタイピ

ング，アジャイルがある．[4] 

この内，プロトタイピングモデルは、開発の早い段階で試作品を作成するので，利用者・運用者と開

発者との認識のずれや曖昧さを取り除くことができるメリットがある．  

しかしながら，試作品の作成と製品の開発と 2回の実装を行うため，開発コストが余計にかかるデメ

リットがある．[5] 

そこで，開発者が試作品および製品を開発する手間やコストを省くために，運用者にも積極的に開発

に関わってもらうモデルを提案し，その効果を測定する． 

この開発モデルを、運用者能動学習型開発（Operators Active Learning Development）と命名し，モデル

の適用対象として，苗場スキースクールのWebサイト（ http://naebass.jp/ ）を選ぶ． 

当該サイトを選んだ理由・背景として，当該スクールがWebサイトの運用による営業活動を重視して

いること，既存のWebサイトの開発・保守は開発者だけしか行えないこと，開発者が運用者の要求にス

ムーズに応じられないため，運用者が不満を募らせて心的なストレスを抱えていることがある． 

 

3. 実証検証実証検証実証検証実証検証 

2010年9月に当該スクールのWebサイトの試作品を作成し，10月にその試作品を元に製品を仕上げ，

11月に既存サイトを置き換えてリリースした． 

Web サイトのプラットフォームとしてCMSに着目し，その中からデータベース（DB）とスクリプト
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言語 PHPで構成されるWordPressを採用した。 

開発者は本研究の発表者である髙橋だが，運用者にも開発方法を伝授して，製品の実装も一部担って

いただいた． 

表表表表 1    ステークホルダーの作業役割と影響範囲 

  開発者開発者開発者開発者    運用者運用者運用者運用者    利用者利用者利用者利用者    影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲    

テーマの変更，編集 ◯     サイト全体 

プラグインの有効化，編集 ◯     サイト全体 

ユーザーの編集  ◯     サイト全体 

ファイルの編集  ◯     サイト全体 

設定の管理  ◯ ◯   サイト全体 

インポート  ◯     サイト全体 

カテゴリーの管理  ◯ ◯   全ページ 

リンクの管理  ◯ ◯   全ページ 

フィルターなしの HTML  ◯ ◯   1 ページ 

投稿された記事の編集  ◯ ◯   1 ページ 

他のユーザーの記事の編集  ◯ ◯   1 ページ 

ページの編集  ◯ ◯   1 ページ 

ファイルアップロード  ◯ ◯   複数ページ 

記事の投稿，編集 ◯ ◯   1 ページ 

閲覧  ◯ ◯ ◯ 1 ページ 

 

表１にあるように，運用者は影響範囲が主に 1ページ内にとどまる作業が大半であり，サイト全体に

及ぶものは殆どない． 

これは，サイト全体に影響が及ぶような作業に関する専門的知識を運用者が有していないことと，そ

のような作業を行って，万が一，異常が発生した時に対応できないリスクを回避するためである。 

一方で，ページの編集など影響範囲がページ内にとどまる作業を運用者に委譲することにより，運用

者は開発の初期段階でWordPressの操作方法を学習することにもなった． 

これは学習コストの大半が運用・保守フェーズではなく開発フェーズの実装・テスト段階で発生する

ことを意味しており，かつ開発者の作業負担を減らす要因にもなった． 

具体的には，通常であれば開発者が作成するはずのページ（2010年 11月 5日時点で 66枚）を全て運

用者に作成していただいた． 

その代わり運用者の負担は増えたけれども，以前はページの作成・編集を全て開発者に依頼しており，

出来上がるまで約 1週間かかっていたところ，今回は自分自身でページを作成するので，その場で作業

成果を確認することができるようになり，その分の心的なストレスは解消された．（図 1参照．） 
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図図図図 1 新旧Webサイトの比較 

 

最後に，運用者から得られたフィードバックを列挙する． 

・ WordPressという新しいツールを学ぶことができた． 

・ 今まで，原本が個人持ちされており，その個人しか更新することができなかった．それが，Web

上で原本を共有する仕組みに変わり，複数の人間が更新できるようになった． 

・ 原本が個人持ちでないため，どの環境（自宅，スクール，その他）でもログオンさえすれば更新

ができるようになった． 

・ ページの追加や更新が容易である．また，構成（どのページ配下にする，順番をどうする等）が

簡単に変えられるようになった． 

・ 昔の考えでは，公の場に間違いやとんでもないことを露出するのは，信頼やモラルに反する事の

ように言われていたけど，Twitter 等のようなものが日常化してきて，その辺が崩れてきていると

思う．それは，印刷物と違い後に残らないものであり，変更が直ぐに簡単に誰でもできるように

なり，あまり問題視されなくなったからだと思う． 

 

4. 考察考察考察考察 

開発者は製品を開発するための労力を減らすことができた． 

一方，運用者に開発初期から能動的に開発に関わってもらうことによって，以前のサイトと比べ，運

用者の心的負担を減らすことに繋がった． 

更に，運用者自身が開発に関わり，何度もページを作成・編集を繰り返す内に，サイトの操作手順も

自然と覚えていき，その結果，開発者が運用者に操作手順を教える手間も省くことができた． 

よって，運用者能動学習型開発は，開発者と運用者にとってお互いに利益を享受できるモデルである

と言える． 

 

5. おわりにおわりにおわりにおわりに 

今後の課題として，まず運用者は専門的な知識を殆ど有していないため，たとえ能動的に学習しても，

できる範囲は開発者と比べると限りがある．そのため，例えば，開発者が運用者に「砂場」の様なもの

を提供して，その中で自由に開発してもらう環境を整えたりして，運用者が楽しく開発できるように導

くことが重要である． 
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また，運用者が開発したサイトはユーザビリティなどの標準から外れていることも少なくないので，

そこは開発者がフォローに回って修正を手助けしてやるなど，運用者をサポートすることも重要である

と考える． 
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